
「安全・安心な教育環境の確保」 取組事例 大分県教育庁日田教育事務所

A：学校・家庭・地域の３者協働で実施 B：学校・家庭の2者協働で実施

C：学校のみで実施 D：未実施（今後実施予定あり）

管内各小・中・義務教育学校において、「学校・家庭・地域との協働による防災訓練の推進」や「防災教育コーディネーターを中心とした家庭・地域と

の協働による取組の推進」等、学校の組織的な取組が進められています。以下に、「2学期取組状況調査」から「成果が表れている」と報告された取組

事例を紹介します。自校の安全・安心な教育環境の確保に向けた参考資料としてご活用ください。

防災教育コーディネーターを中心とした、
実践的な防災教育及び避難訓練の実施状況（２学期）

日田市立東渓中学校

○県の地震体験車（ユレルンダー）を活用して防災教育を実施
（１２/６実施）

防災教育（避難訓練）の実際

○火災、避難経路ベランダのみを想定し避難梯子を使用した防災訓練（12/４実施）

日田市立南部中学校

「避難梯子を使用した避難の様子」や「消火器を使った消火訓練の様子」等 個人用非常持ち出しの準備（１２/２実施）
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東日本大震災（震度７、
横揺れ中心）、関東大震災
（震度７、縦揺れ中心）、の
２つの地震の揺れを体験

九重町立野上小学校


